
図2　UTe2の磁場－温度超伝導相図

●及び□は、超伝導転移点を示します。カラースケールは、エントロピー変

化に対応する指標を表します。そのため状態が切り替わる点で顕著に変化し、

相境界を検出できます。低磁場超伝導相では、電子対のスピンの向きは特定

方向に揃っていません。磁場を増加させると、緑の実線で示す境界において、

スピンが磁場方向へ整列した強磁場超伝導相へ相転移します。
図1　超伝導を形成する電子対

（a）スピン一重項（反平行，S = 0）、（b）スピン

三重項（平行，S = 1）の電子対を示しています。

従来の超伝導では、超伝導を担う二つの電子が反平行スピンで対をつくり、総スピンは S = 0 となります（図1（a））。

このため正味の磁化はゼロで、スピンは自由度を持ちません。一方、非従来型のスピン三重項超伝導では、ペアをつ

くる二つの電子スピンが平行に揃い、総スピン S = 1 の状態をとります（図1（b））。そのため、スピンの向きという

自由度を持ち、外部磁場に応じて有利なスピン配向をとることが可能となります。一般にこの機能は強い磁場に対し

て超伝導が壊れにくい性質につながり、強磁場を発生させる超伝導マグネットへの応用も期待されています。

本研究では、スピン三重項超伝導体であるUTe2の強磁場下の性質を調べました。その結果、低磁場超伝導相では電

子対のスピン配向が揃っていないのに対し、磁場を増加させると相転移を伴って、磁場方向にスピンが整列した強磁

場超伝導相へと移り変わることを見いだしました（図2）。さらにそのスピン整列により、超伝導が破壊される臨界

磁場は従来型超伝導における理論予測の2倍に達することを示しました。

本成果は、強磁場超伝導マグネット線材の開発指針を与えると同時に、非従来型超伝導が備えるスピン／軌道自由

度が再構成されることで、カメレオンが周囲の色に溶け込むように磁場などの外部環境に適応する柔軟性があること

を示しています。これは、非従来型超伝導に共通する一般的描像の構築に資する重要な知見です。
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磁場に“擬態”し自己再構築するカメレオン超伝導磁場に“擬態”し自己再構築するカメレオン超伝導
－スピン三重項超伝導で臨界磁場が2倍に－－スピン三重項超伝導で臨界磁場が2倍に－
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